
広島市立図書館

広島市図書館だより
東区図書館は開館40周年を迎えます

　東区図書館は、昭和59年（1984年）５月12日に開館し、今年で40周年を迎えます。区の図書館としては、
安佐北区図書館に次ぐ２番目の図書館として開館しました。
　これからも、東区図書館は様々な本の展示や催しを行います。ぜひ、ご来館ください。

＜夏のイベント＞
　７月は昨年好評を得た講座「学芸員に聞く絵本の魅力」第２弾として、ひろしま美術館で開催予
定の「宮城県美術館コレクション 絵本のひみつ展」に関連した原画や絵本の講座を行います。
　８月はこども工作として、紙を使ったかご作りを予定しています！

＜秋のイベント＞
　10月は雑誌のリサイクル、11月は絵本や児童文学の作家、翻訳家、児童図書館員として様々な
活動や功績などを残された、松岡享子さんにフォーカスした講座も予定しています！　お楽しみに!!

ありがとうございます 

これからもよろしくお願いします 

館内ではみどりや健康、カープに
関する本の展示も行っています！

映画会当日は、オープンカフェもあります！＜春のイベント＞
●こども映画会
　日　時：令和６年５月11日（土）午前10時30分～12時
　会　場：東区民文化センター１階　スタジオ２

●わくわく図書館講座
　「地形に残る歴史と災害を読み解くー広島市東区を事例にー」
　日　時：令和６年５月18日（土）午前10時～12時
　講　師：広島大学大学院教授　熊原　康博　氏
　会　場：東区民文化センター３階　大会議室
　申　込：５月１日（水）午前９時から
　　　　　来館・電話・ファックスにて受付
　　　　　（この講座は高齢者いきいき活動ポイントの対象事業です。）

●そのほか、開館40周年記念の展示も予定しています。詳細については
東区図書館にお問い合わせください。

みどり

健康

カープ
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図書館司書がおすすめするこの1冊「大正レトロ」

高校生が同世代に届ける『鈴木三重吉童話集』

児童書 

『東京駅をつくった男』

大塚　菜生／著
くもん出版　2014年

　日本の鉄道網の中心である東京駅は建築家の辰
野金吾によって設計され、大正３年に完成しまし
た。
　金吾は江戸時代末期に生まれ、明治、大正時代
にかけて日本銀行本店などの有名な建築物を数多
く設計し、日本の近代建築の礎を築きました。し
かし、金吾の人生は順風満帆ではありません。通っ
ていた洋学校の廃止、戦争による東京駅建設計画
の中止など、困難の連続でした。それでも、金吾
は仲間に支えられながら人の２倍、４倍と努力し、
困難に立ち向かいます。
　建築家の第一人者である辰野金吾の生涯を描い
た作品です。

一般書

『名探偵の生まれる夜
 大正謎百景』

青柳　碧人／著
KADOKAWA　2022年

　大正7年、児童雑誌「赤い鳥」の創刊を決めた鈴
木三重吉は、芥川龍之介に童話の執筆を依頼して
いました。自分には難しいと断る芥川に、三重吉
はある不思議な話をします。
　近所にある檜

ひ

乙
おと

神社では、2年間毎日欠かさず水
で磨き清めた檜の板に、願い事を書いて3の付く日
に奉納すると願いが叶うと言われており、その願
掛けで願いを叶えた若者がいるというのですが…。
　この「名作の生まれる夜」のほか、大正時代を舞
台に実在した人物が登場し、事件や嘘、隠し事に
関わっていく全８つの短編が収められています。
大正時代の息吹が感じられ、謎解きも楽しめる一
冊です。

　広島市出身の鈴木三重吉は、子どもたちに童話や童謡を届けるため、
大正7年（1918年）に児童雑誌「赤い鳥」を主宰、創刊しました。
　新美南吉の「ごんぎつね」などが発表されたこの雑誌では、三重吉自らも筆
をとり、「ぽっぽのお手帳」を創作、「一本足の兵隊」といった海外作品を翻訳
して掲載するなど、多くの童話を子どもたちに届けました。
　図書館では、これらの三重吉作品を若い世代にもっと知ってほしいという
思いから、三重吉が手がけた13作品を選び、読みやすいよう旧仮名づかいの
文章を現代表記に改めました。そして、この思いに賛同してくださった広島
市立基町高等学校普通科創造表現コースの12名の高校生に、各作品の扉絵や
表紙をデザインしていただき、この度、冊子『鈴木三重吉童話集』が完成しま
した。令和の時代を生きる高校生の感性に彩られた新しい童話集をぜひご覧
ください。

（広島市立図書館全館・室と図書館のホームページでご覧いただけます）基町高等学校の高校生と
制作した童話集


